
韓国の学校が中国朝鮮族学校と行う姉妹校交流の実際
ー-韓国側からの事例を中心に一一

出羽孝行

はじめに

中国の朝鮮族学校は1990年代以降，漢族学校へ進学する朝鮮族児童生徒の増

加や，朝鮮族の出生率低下，韓国への出稼ぎをはじめとする人口の散在化によ

り，児童生徒が減少し朝鮮族学校の運営に困難を来している。そんな中，韓国

の学校と朝鮮族学校との姉妹校交流は韓国による，在外同胞である朝鮮族への

教育支援のー形態であると位置付けることが可能であり，こうした活動が朝鮮

族学校の「再興」や活性化に繋がるのであれば朝鮮族や，朝鮮族学校にとって

極めて意義のあるものであり，今後一層促進されるであろう。その意味で，双

方の姉妹校交流について研究することは朝鮮族教育の今後を考察する上でも意

義があると思われるが，韓国の学校は朝鮮族学校との姉妹校交流を行う意義は

どこにあるのだろうか。本論文では韓国の側に着目して両者の姉妹校交流を考

察する。韓国の学校と朝鮮族学校との姉妹校交流に着目した研究は管見の限り

見あたらない。これには様々な理由があろうが，姉妹校交流の現実を把握する

ことの難しさも考えられる。本論文では実際の姉妹校交流の事例を基に考察す

ることとし，こうした難しさをできる限り克服するよう試みた。なお，本論文

では姉妹校交流のことを 2つ以上の学校が協定文書を交わして行う交流として

おきたい。

研究の手順としては，韓国における朝鮮族の位置付けや，韓国にとって朝鮮

族がどのように認識されているのかを考察し，韓国が同胞と位置付けている朝

鮮族を支援する意味を探る。そして，姉妹校交流の事例を 2例挙げ，実際に朝

鮮族学校と姉妹校締結を結んでいる韓国の学校の資料や，双方の学校での聞き

取り結果などを用いて姉妹校交流の意味や目的，そして課題などを探っていく。
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1，韓国の在外同胞

1-1，韓国社会の中の朝鮮族

筆者は以前，韓国の在外同胞政策について言及したことがあるが，そこで明

らかになったのは韓国の外交戦略や国際的地位確保のために在外同胞を活用し

ていこうとする姿勢であった。つまり，韓国政府にとって在外同胞はナショナ

リズムを高揚し，国益に活用できる存在であり，極めて現実主義的なまなざし

で彼らを見ているのである。また，朝鮮族の側も韓国への出稼ぎなどを通じて

韓国との関係を戦略的に活用している。

2008年現在，韓国に90日以上在留している外国人の数は89万1341人に上って

おり，この数は圏内総人口の約1.8%を占めるに至っている。日本で定住外国

人が占める割合を大きく上回っており，韓国圏内の国際化の進展状況を垣間見

ることができるが，内実は日本の場合とかなり異なっている。というのもこの

89万人のうち， 37万8345人 (42.45%)は朝鮮族だからである。しかも 1年間

の聞に朝鮮族は約11万5000人増加しており，韓国社会にとって朝鮮族の存在は

無視できないものになっている。朝鮮族の急増は外国人の入国資格制度におい

て， 2007年に始まった「訪問就業」資格(H-2ビザ)の創設によるものである。

従来，朝鮮族のように大韓民国建国以前に朝鮮半島を離れた在外同胞の韓国で

の就労は「就業管理制J (2002年施行)， r雇用許可制J (2004年施行)の下で，

極めて限定的なものであったが r訪問就業」資格の創設により，圏内に親戚

がいなくとも (r無縁故同胞」と規定)韓国語試験に合格するなど，一定の条件

を満たせば韓国に入国して就労できるようになった。制度導入後の2007年4月

から2008年3月の聞にまでに H-2ビザで入国した在外同胞は14万4088名である

が，毎月 l万2千名が入国しているといわれ， H・2ビザ発給者の98.6%は朝鮮

族だという。今後，益々韓国へ入国する朝鮮族は増加すると思われる。

韓国ではいわゆる r3KJ (韓国では r3DJといわれる)業種の就業者が不

足しており，外国人労働力の導入は産業政策的な観点から行われてきているが，

一般的に文化的に韓国人と異なるとされる，いわゆる一般の「外国人」よりも

朝鮮族のような「同胞」を労働力として活用すれば産業政策的な効果以上もの

を期待できるとの思惑がある。韓国労働研究院の李ギュヨンは訪問就業制の意

義として「同胞社会を抱擁することで韓民族ネットワーク強化と故国(韓国の

こと一引用者注一)と同胞社会の互恵発展に寄与するものと期待される」と指

摘しているように，朝鮮族は南北統一の媒介役や中韓の橋渡し的な役割だ砂で
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はなく，韓国の産業構造の問題点を解決する存在としても期待されている。

1-2，韓国が期待する朝鮮族像

在外同胞は韓国にとって人的資源である。郭スンジは韓国政府が朝鮮族の民

族教育を積極的に支援すべき理由として r民族学校の退潮は朝鮮族の民族ア

イデンティティ弱化に繋がり，これは韓国社会と朝鮮族社会の間の望ましい関

係を結ぶのに否定的な影響を与えることになる」としているように，在外同胞

を活用しようとすれば民族教育を支援することが重要となってくる。 2007年に

中国， CIS地域，日本，アメリカの在外同胞青少年(主に高校生，大学生レベ

ル)を対象に韓国青少年政策研究院が実施した調査では，朝鮮族をはじめとし

た在外同胞青少年の韓国に対する認識などについて調べられている。これによ

れば朝鮮族青少年の韓国への印象はよいものの，韓国への知識や関心は低いと

いう結果になっている。特に韓国に関すること全般について関心がないとする

回答は半数を超えている。一方で，韓民族としての持持心は高く(特に延辺

で)，特に親や本人が朝鮮語を話せて，親の，民族に対する印象がよいものほ

ど民族自負心が高い結果となっている。同様に，韓民族ということが助けにな

ると思うものほど，韓民族の一員であることの自負心が高いという結果が出て
(20) 

いる。このことから韓国としては知何に朝鮮族の若い世代を韓国に注目させ，

韓国人との人間関係を構築させるかが重要になってくるわけである。

また r朝鮮族青少年は韓国政府や韓国人団体が主に文化交流と交換学生プ

ログラムなどを支援してくれることを希望しておりJ，r学校間交流を通じた自

然な形での支援になることを望んでいる」という結果も報告されている。そこ

で，韓国と在外同胞青少年，或いは在外同胞青少年の聞の「交流協力を支援す

るためのネットワークを構築し，これを積極的に活用できる政策を活用する必

要」性が説かれている。

これらのことから，①韓国が朝鮮族を支援し，韓民族共同体を形成するため

には民族教育支援が重要であること，②また，民族アイデンティティを維持す

るためには同胞聞の人的交流が重要であること，③民族教育支援を外交上の問

題が生じないような形で進めるとともに，人的交流を促進するためには同胞聞

の学校交流が有効であることを知ることができる。そこで韓国側からしても，

韓国の学校と朝鮮族学校との姉妹校交流の積極的な意義が見出されるのである。
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2 ，姉妹校交流と国際交流

2-1，姉妹校交流の現況

韓国で国際交流の重要性が認識され始めたのは1990年代中噴からであり，国

際理解教育が活性化し始めた時期とほぼ一致する。そして教育課程での姉妹校

交流の位置付けは r特別活動」の「交流活動」の中の「姉妹結縁活動」とし
(25) 

て明文化されている。

姉妹校交流の状況について，韓国全体の統計を入手するのは困難であったが，

韓マンギルが全国16の広域市と道の教育庁に依頼して中国・日本との間で行わ

れている教育交流の現況を集計した結果が表1であ弘全国5つの広域市・道

からは回答が得られなかったということなので全国を網羅したデータではない

し，姉妹校協定を結んでいる学校だけのものではないが，大体の傾向を把握す

ることができる。日本との交流は高校が中心だが，中国との交流は小学校と高

校が同程度の水準にある。また，釜山は比較的日本との交流が多ことや，交

流のある学校は全国の人口の4分の l弱を占めているソウルに集中しているこ

とがわかる。

表 1 市・道別小学校、中等学校交流・協力学校数 また， 2003年のソウル市

中国

初等 中学 高校

ソウlレ 20 19 21 

釜山 1 4 13 

仁川 5 

光州 3 2 1 

大郎 5 4 4 

蔚山 5 5 

江原 2 

全南 9 5 5 

全北 10 6 6 

済州 1 1 

忠北 4 1 4 

日本

合計 初等 中学 高校

60 15 18 45 

18 18 23 23 

5 11 

6 2 

13 1 3 6 

10 I 3 

2 2 6 5 

19 7 3 

22 4 6 12 

2 2 2 4 

9 1 4 

合計

78 

64 

11 

2 

10 

5 

13 

10 

22 

8 

5 

内の姉妹校締結の状況の資

料から見たところ，小中高

等学校で外国の学校と姉妹

校交流を結んでいるところ

はのべ240校に上る。内訳

は小学校39校(のべ65校)， 

中学校47校(のべ60校)， 

高校67校(のべ115校)で

ある。 2003年当時，ソウル

市内には高校284校，中学

校358校，小学校550校存在
(30) 

していたので，この年には

ソウル市内の高校の23.9%，

出典:繰マンギル・崖ヨンピョ・李ヒヨニョン『東北アジア文 中学校の13%，小学校の
化共同体形成のための教育分野交流協力の実態』統一研究院、 11.8%が海外の学校と姉妹
4年、 p目117の表(但し、出典元の表には明らかな数字の誤り

合計 58 41 67 166 51 61 116 228 

があったので修正したものを掲載した。) 校交流を結んでいたことに

102 韓国の学校が中国朝鮮族学校と行う姉妹校交流の実際(出羽)



なる。対象国別では多い順に日本109校 (45.4%)，中国66校 (27.5%)，アメ

リカ24校 (10.0%)，台湾12校 (5.0%)，ニュージーランド 7校 (2.9%)と続

いている。

姉妹校交流の目的について，ソウル特別市教育庁が定めるところでは r21世

紀知識情報化時代に合わせて我が教育庁傘下機関及び各級学校と外国教育機関

との姉妹結縁締結など国際教育交流活動を拡大・内実化する」こととされてい

る。韓マンギルらが日本，中国の学校と交流・協力を推進している，小中高等

学校と大学を対象に実施した調査では，交流事業を推進する目的として全体の

3割近くの学校が「生徒・教師の聞の接触・親睦を図る」を選択しており，次

に多いのは「外国文化理解」と「外国の教育現場理解」であり，全体のそれぞ

れ約2割が選択している。つまり，外国の学校との姉妹校交流をはじめとした

交流を行う目的はあくまでも相手を理解することにあるのである。ただ rそ

の他」の回答の中には「私たちの文化の伝達」もあり，少数意見ながら自分達

のことを相手に伝えるという姿勢もみられる。

2-2，韓国の学校が朝鮮族学校との姉妹校交流を結ぶ意義

韓国の学校と朝鮮族学校との姉妹校交流は，①国際理解教育の一環としての

側面と，②在外同胞政策の一環としての側面の， 2つの性格を有しているとい

える。明確に線引きはできないものの，この2つの性格を有することは一般の

外国の学校(韓国以外にある朝鮮民族以外の学校)との姉妹校交流との大きな

違いであるといえる。

韓国において，韓国の学校が朝鮮族学校と姉妹校交流を結ぶことについては

以下のような視点から考察がなされている。まず，在外同胞支援の立場から朝

鮮族の親韓感情を育成する立場である。金ウクドンらは朝鮮族の中国での地位

を高め，長期的には彼らの親韓感情を高める政策のーっとして中国の東北三省

の朝鮮族学校と姉妹校締結を結ぶことで教師演習の機会の提供や教材支援する

ことを主張している。こうしたやり方は韓国政府が表に出るものではないので，

外交摩擦も起こりにくいという「利点」がある。親韓感情の醸成という観点か

らの姉妹校交流への言及については，鄭ヨンノクも，教育人的資源部(当時)

の教育政策研究の中で，歴史的に北朝鮮と関係が深い朝鮮族の韓国認識をよく

することは同胞政策を越えて南北統ーのための予備作業との認識を示し，姉妹

校交流を通じた朝鮮族の親韓感情の必要性について持論を展開している。

2つ目の視点は上の視点とも共通するが，朝鮮族を民族資産と捉えた上での
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支援の必要性を説く立場である。金ダンは朝鮮族を南北統一に貢献する「民族

資産」であるとして，現在朝鮮族教育が直面している危機に対処するためにも

東北三省の朝鮮族学校と姉妹校締結を行うのは「最小限の誠意の表示」だと主

張するo

そして，もう一つは，これも上の 2つに関係するが，経済的に苦しい朝鮮族

学校への援助的な意味での姉妹校締結の主張である。韓国文化観光政策研究院

の属ジュヒは，地域的に恵まれていないところに存在する朝鮮族学校ほど姉妹

校交流を希望しているとし，韓国の学校と朝鮮族学校が「姉妹校交流を結んで

相互訪問プログラムや相互招鴨演習プログラムなどを企画するとすれば，文化

相対主義の原則に立脚した相互文化理解の基盤を作り出せる」と説いている。

これらの主張を通じていえることは，朝鮮族学校との姉妹校交流を締結した

上での朝鮮族支援は単純に民族的紐帯感のような精神的なものだけではなく，

韓国にとっても利益のあるものであるとの認識がなされていることである。そ

の意味では姉妹校交流は政治が直接絡まない民間交流であるという前提からし

て，韓国にとってはより行いやすい在外同胞政策であるといえよう o

3 ，姉妹校交流の実際 1 (韓国A初等学校と中国B小学校の事例)

本論文では韓国の学校と朝鮮族学校との姉妹校交流について 2つの事例を

考察する。まず，第一の事例として韓国O広域市所在のA初等学校と中国X

省(東北三省の一つ)所在のB小学校との姉妹校交流について取り上げる。筆

者が2007年9月にA初等学校を訪問した際に教員から聞き取った内容と，学校

より得た資料，そしてその後電子メールで問い合わせた内容などに基づいて考

察する。また，必要に応じ，姉妹校交流の相手校(B小学校)を訪問した際

(2008年8月)に教員より聞き取った内容を参照する。

3-1，学校の状況

A初等学校は1992年に韓国に 6つある広域市の一つ， 0広域活に創立され

た比較的新しい学校である。教職員数は72名，全校児童数は1，706名で，市中

心部から車で20分ほど離れた住宅街に建つ学校である。 A初等学校の特徴と

しては， 0広域市教育庁の水泳指導研究学校に指定されていることが挙げられ

る。一方のB小学校は1953年に既存学校の教室を間借りする形で開校し，

2008年の聞き取り調査の時点では教職員16名(全員朝鮮族)，全校児童数約180

名(うち 2，3人が漢族)で， X省第二の都市である Y市唯一の朝鮮族小学校
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である。この地域は吉林省延辺朝鮮族自治州のように朝鮮族が集住している地

域ではなく，漢族居住地帯であるため両親のうちいずれかが漢族である生徒も

多く，他の地域と同様，漢族学校へ行く朝鮮族生徒も多く，学校運営上の問題

点として生徒数減少が挙げられている。こうしたこととも関連していると思わ

れるが.A初等学校との交流が始まって以後，同じY市にある朝鮮族中学校
と合併している。両校の状況からわかることは学校規模において韓国のA初

等学校のほうが圧倒的に大きし学校の経営基盤は安定しているということで

ある。

3-2.姉妹校交流の目的

この姉妹校交流は中国Y市在住で韓国O市出身の韓国人が現地の朝鮮族小

学校と，自身の出身地である韓国O市にある A初等学校との連携役となり，

関係構築に至ったものである。連携人の仲介を経て1999年にB小学校校長か

ら韓国のA初等学校に姉妹提携を行いたい旨のFAXが送られてきたのをA

初等学校が受け入れ.A初等学校の学校運営委員会での審議を経た後.2000 

年に中国B小学校において両校の姉妹校締結がなされた。以降，双方の学校

から教職員や児童代表が訪問をするなどの人的交流や児童の作品交換などの物

的交流活動を行ってきた。特に韓国側からは毎年夏に中国B小学校を訪問し

てきたが.2007年冬に中国側から韓国A初等学校に副校長一名がやってきて

以降，その後の交流は行われていない。

A初等学校にとっての姉妹校交流の目的について.A初等学校によって
2000年度に作られた『姉妹提携推進計画書』によれば「姉妹提携活動を通じて

同胞愛を堅くし，民族教育に貢献できる指導方法を模索し，両校の児童が同じ

民族としての自己持持心を持ち，世界化，情報化時代に適応する有能な人材を

育てることにある」とされている。また，別の文書では「朝鮮族学校との提携

を通じて同じ民族としての同胞愛を厚くするとともに私達の言葉と文字を保全

し，韓民族の優越性と自持心を持つようにする一方，ひいては統ーのための民

族教育と国際化に対処するための情報を共有しようとすることに」趣旨・目的

がおかれている。これらのことから本姉妹校交流の特徴は，①韓国人と朝鮮族

の同胞愛を酒養する乙と，②朝鮮族の民族教育への貢献，③双方の児童が民族

としての持持心を持つこと，④世界化，情報化時代に対処する有能な人材の育

成，⑤南北統ーのための貢献といったことが挙げられるだろう。下に挙げる姉

妹提携の方針でもわかるように，単なる国際交流ではなく在外同胞と韓国人と
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の紐帯感を築くことや，ひいては民族統ーまでが主張されているわけである。

世界化や情報化時代への対応という側面にも言及されていることを鑑みれば，

本姉妹校交流は韓国の在外同胞政策と国際理解教育の両面を持ち合わせている

といえよう。

姉妹提携の方針は次のように述べられている。それは，①本校と中国X省

表2 2000年度のA初等学校の細部推進計画

時期 推進内容 細部推進計画 備考

.姉妹提携対象校選定 .朝鮮族小学校校長の

0姉妹提携推
-朝鮮族小学校姉妹提携希 姉妹提携希望書及び

2000.1-2 望書受け取り 姉妹提携趣旨及び現
進計画

-提携対象校基礎調査 況紹介書

-姉妹提携推進計画樹立

0姉妹提携推 -姉妹提携細部推進計画樹 .朝鮮族小学校校長の

2000.3 
進計画樹立 .lL 姉妹提携希望書参照

0姉妹提携書 -目的、方針及び細部推進 .学校長書信発送
信発送 計画

-姉妹提携推進計画書協議 .推進計画協議及び通
0姉妹提携推 及び通過 過

2000. 4 進計画協議 -学校運営委員会 -姉妹提携状(牌)及び
0姉妹提携状 -全教職員会議 学校要覧発送
(牌)交換 -姉妹提携約定書(牌)及び .教育庁に姉妹提携状

学校要覧発送 況報告

-本校から朝鮮族小学校訪 .訪問予定:4名程度
0人的交流 問 -学校長
朝鮮族小学 -運営委員長
校訪問 -実務担当教師

2000.6 
-児童会長

.姉妹学校に物品を送る .援助運動展開及び児

0物流交流
-本、学用品、 章作品
-教育書籍及び児童文庫
-児童作品など

0人的交流一 -朝鮮族小学校教員及び児 .4名程度

2000.9 
朝鮮族小学 童招待
校教員及び

児童

2000.10 0書信交換 -朝鮮族小学校該当学年児 -各学年学級別に書信
童達と書信交換 交換児童選定

2000.12 0物的交流 -姉妹学校に物品送付 -服収集
服送付

出典 :A初等学校『姉妹提携推進計画書』
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B小学校との姉妹結縁を結ぶ，②本校と朝鮮族小学校との人的，物的な双方向

交流で互いの聞の理解と協力を通じて姉妹の情を厚くする，③韓国と中国の聞

の教育情報交換で国際化時代に備えた教育の内実化と民族教育の効果を極大化

する，④姉妹提携推進の詳細な計画は学校運営委員会と本校教職員会議の協議

を経るようにする，の4点である。

2002年に同校が出した計画書でもほぽ同様の内容が記載されているが，②の

部分で2000年の計画書にはあった「双方向」という文字が消え，交流学習を通

じて民族の「同質'性回復」を図ることが述べられており，交流が進むに従って

より現実的な方向に進んでいっているように捉えることも可能である。

3-3，姉妹校交流の実際

表 2は2000年のA初等学校における姉妹校交流計画であり，表 3は2000年

から2002年までの初期の頃の姉妹校交流の内容をまとめたものである。これら

表 3 A初等学校(韓国)とD小学校(中国)との姉妹校交流の内容(2000.......2002年度)

-姉妹結縁式、及び歓迎式
-朝鮮族村探訪

2000年度 6/15-6/22 
学校長、児 -学郷(壇学書敷地)探訪など
童代表2名 -奨学金440万ウォン伝達

側韓国
-学用品、服伝達
-国語の「書き」の本など多数伝達

か -歓迎式及ぴ講演観覧

学校長、児
-奨学金400万ウォン伝達

2001年度 6/19-6/25 -図書621冊伝達
童代表4名

-学用品1000点、ファックス、電話機、国語辞典
など伝達

学校長、児
.y市初・中等校長団セミナー講義

2002年度 5/23-5/29 
童代表3名

-奨学金340万ウォン伝達
-学用品、教職員記念品など伝達

-学校探訪
学校長、教育 .0民俗博物館見学

側国中
2000年度 12/11-12/18 

区庁国j主任ほ .0市内とムドゥン山一帯及びペギャン寺、ネジ
か1名、児童 ャン寺一帯観光
代表l名 -済州島観光

カ3 -姉妹結縁児童民泊及び記念品、手紙交換

学校長、教育
-学校探訪

2001年度 10/30-11/5 
区庁副主任ほ .0市内及びカサ文化圏、ムドゥン山一帯観光
か2名、児童
f懐 2名 -結縁記念品、及ぴ手紙交換

2002年度
10月末くらい 児童、教育関
(予定) 係者10余名

出典 :A初等学校校長『国際関学校結縁活動を通じたO教育の世界イじ』、 p.2の表に r青年韓国日報』
2001年6月22日付の情報を付加して作成。一部変。
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を通して次のようなことを知ることができる。

まず，人的交流についてであるが，韓国から中国へ毎年，教員と児童代表が
(50) 

相手学校を訪問しているが，朝鮮族学校側からは教員の訪問が中心である。韓

国から訪問する際は教員と4年生以上の児童の中で希望者を募り訪問団を構成

している。 2006年の場合，希望する児童がいなかったため児童会の会長と副会

長が訪問することになったとのことである。なお，韓国から児童が訪問する場

合，渡航費は自己負担であり，相手先での滞在費は受け入れ側が負担すること

になっているようである。

一方，物的交流には奨学金，学用品，図書，教育書籍や児童文庫の授与をは

じめ，児童や教員の作品などの交換などがある。 A初等学校で得た資料の範

囲で見る限り，中国からの訪問時には記念品の授与はあるが，実用品や金銭の

授与はない。それに対し，韓国から中国への訪問の時には毎回こうした奨学金

や学用品などを持って行っている。韓国からの奨学金の額は2000年度に440万

ウォン (3878ドル)， 2001年には400万ウォン (3025ドル)， 2002年に340万ウォ

ン， 2004年に330万ウォン (2856ドル)， 2006年には470万ウォン (4800ドル)と

いうように，一校が負担するにはかなりの高額に上っている。金銭以外のもの

としては表3に挙げたものがみられる。こうした奨学金や学用品，服などは

A初等学校が保護者に協力を何いで集めたものである。本なども新品を贈る

のではなく，児童が家から持ってきた本を状態や内容などをみて教員が選択し

て贈るのが基本とのことである。

こうした物的交流は「交流」というよりも実質的に「支援」であり，聞き取

り調査やA初等学校の姉妹校交流関係資料からわかることは，韓国の学校の

側からみて B小学校は経済的に困っており，学校の環境も非常に厳しいもの

があるので支援する必要があるとの認識がなされている。実際， B小学校のコ

ンビュータ室や図書室なども A初等学校からの援助でできたものであり， B

小学校にとってA初等学校の存在は学校存続に一定の役割を果たしていると

思われ，姉妹校交流当初の方針であった「双方交流」はいつしか韓国の学校に

よる朝鮮族学校支援になっていると言っても過言ではないだろう。

3-4，姉妹校交流の成果

交流3年目である2002年5月26日現在のこととして， A初等学校の朝鮮族

小学校訪問結果報告には朝鮮族学校との交流結果が以下のようにまとめられて
(56) 

いる。
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1，同胞に発揚:祖国を懐かしがる熱い熱情(夢にも描いた祖国)再確認。

2，祖国の国力伸張による自負心向上 (88オリンピック，世界ワールドカップ

大会):恐韓症。

3，民族教育の活性化:一つの血筋，独特な友情 (A分校)。

4，我々の言葉，我々の文字の使用:我々の精神，伝来風習(民族的情緒の

ようなもの)。

5，本校交流は世界化を志向:Y市教育発展に非常に大きな影響を与える。
そして交流相手のB小学校が先進モデル校に選定されたことが記されてお

り， A初等学校がB小学校に与えた「成果」を知ることができる。また， A

初等学校校長(当時)はこの姉妹校交流の成果として， 0市の教育の世界化に

寄与したとして次のことを述べている。それは朝鮮族学校が同胞としての自己

持持心を持ち，韓国との姉妹校交流を自慢に感じるようになるとともに，民族

言語への関心を高めるようになったということである。そして中国Y市の教

育発展に影響を与え，朝鮮族学校が地域で先進モデル校に選定されて学校改革

を主導し，市の教育当局も支援をするようになったということも指摘されてい

る。

韓国のA初級学校との姉妹提携後，それまで少数民族学校のうちの一つに

過ぎなかった朝鮮族学校が学校施設の現代化が進み，学校が変化し始めるよう
(58) 

になったというのである。こうしてみてくると，韓国の学校との姉妹校交流に

より朝鮮族学校が助かり，子どもたちが民族性を再確認するようになったのが

韓国側で成果と捉えられていることが明らかになってくる。

では，韓国の側は朝鮮族に与えるだけであったのだろうか。 2004年に B小

学校を訪問したA初等学校の校長(当時)の記録のなかには朝鮮族学校の設備

の劣悪さが描かれている中で，次のような記述が見られる。

厨書室は我々の学校の教室の手分程度であり，書架にぞれほど多ぐない童話の

本ゑ響慶されてい-50 000校長先生 (B小学校校長のこと。原文は実名義富一

引用者注jの説明てもはA初等学校から送つでぐれた童話の本だといラ。そして廊

下に也あらゆ-5ところに童話の本が配置されてい-50 A重たちの読書に対す-5周

心is高いといラ校長先生の運営方針がラかがわれ-5。コンピュータヨぎには10台の

コンピュータiJ~設置されてい-5がA初等学校から送って6 らった奨学金で整えた

とい九とてる大切にカバーを揚げであり活用ιてい-50
ここでは姉妹校を訪問したときに，自校が支援した物品や金銭が大切に使わ

れていることをA初等学校の校長が確認したことが記されている。そして，
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校長は B小学校がある Y市内の中学を訪問して中学の校長と話している中で，

そこの学校の生徒が有名大学に合格しているという話を聞く。そして「大韓民

国が世界の中での位相が高まっているので中国では朝鮮族も安心して暮らして

いるとおっしゃる。海外同胞のためにも我が国民が熱心に仕事をして我が国の

位相を高めねばならない。」と記録している。

こうした感想は B小学校を訪問した児童も記している。たとえば， B小学

校の，校舎外にしかないトイレが古ぽげて冬には寒くて使えないのを見て「で

きることならば学校に帰って朝鮮族小学校の様子を話して基金でも集めて最初

にトイレから作ったならばよいだろうという考えがした。J (a君)という感想

を述べたり rそれを見て私は言葉でだけ，考えでだけで助けてあげなければ

ならないというのではだめで，なおいっそう助けてあげようと努力しなければ

ならないという考えがした。J (bさん)などと記したりしている。また，彼ら

は自分たちの学校から毎年送っている本と基金で作られた読書室(図書室)を

見て「そこで私が送ってあげた本も発見することができた。規模は小さいがそ

この児童たちには放課後の韓国語の勉強にも良いし，本を読むことができると

ても良い学習物が受け入れられているという。J (a君)と述べたり r学校内

の教室の中で読書室が最も気に入った。J (bさん)といい，自分たちの学校に

よる援助が海外に居住する同胞に役立つていることに深く感銘を受げている。

そして， B小学校での訪問が終わり，空港で相手学校の校長に見送られながら

去るときには「校長先生は涙を見せておられた。私たちがいる間愛情を注ぎ，

慕って下さったのだ。私も心が厚くなった。そして少し目頭が熱くなった。」

(bさん)と感動の言葉を寄せている。

また，姉妹校交流の担当教員の訪問記にも以下のような感想が記されている。

ここの朝鮮族/}、学校を訪問してみて私選の学校がしてい-3この姉妹結縁1:;/:， 他

国で暮らし我が買族精神を受げ継いでいぐために懸命に生きてい-3朝鮮族，裁が

周胞選にとってどれほど意義深いこととrのかを今夏のよラに感C-3よラになり，

者訟ができ-3こと，少しでD?誌の力で助げにとrれ，c，ことが何なのかを探してみて積
極的に助げなげればといラ考えを心深ぐ刻むよラになった。

相手校訪問時には教員同士，児童同士の聞でホームステイも行われており，
(63) 

こうした活動を通じて同じ民族同士の友情を深めることにもなっているという。

実際に相手校を訪問した教員や児童は民族アイデンティティなどに変容が見ら

れるというように，姉妹校交流の「成果」を享受している。一方でこうした経

験ができるのはごく一部の児童であり，大多数の児童は相手校訪問を経験でき

110 韓国の学校が中国朝鮮族学校と行う姉妹校交流の実際(出羽)



ないことが課題のように思われるが， B小学校を訪問した児童が学校放送で報

告を述べたり，学校の正面玄関に B小学校から贈られた資料や朝鮮族学校で

使用している教科書などを展示したりして姉妹校交流を全児童で共有しようと

する努力は行われている。

これまで韓国側からの考察を行ってきたが，最後に中国B小学校の側の意

見にも触れておきたい。 B小学校校長らの話によれば，韓国の学校との交流を

通じて学校設備がよくなったととの他に，人的交流を通じて教師は互いの，児

童への指導法の違いを学んだという。また，交流の前後での生徒の変化も見ら

れたという。

3-5，姉妹校交流の課題

A初等学校校長(当時)は『国際間学校提携活動を通じたO教育の世界化』

の中で「我々が力を尽くすこと」のーっとして，姉妹校交流は学校単位で進め

るよりは教育庁主管の下で進めることも検討される必要があるとし，市全体の

取り組みとしてこうした同胞学校聞の姉妹校交流を推進させることの重要性を

示唆しているが，これは個々の学校の取り組みでは限界があることを主張した

いものと受け取ることができる。 2000年度から始まった両校の姉妹校交流は

2006年度にA初等学校から B小学校を訪問し，その後2007年に B小学校から

副校長がやってきたのを最後に交流が滞ってしまう。その原因は2007年度から

O市教育庁が資金を出さなくなったからだという。市教育庁からの支援がなけ

れば続けられるものではなく， A初等学校の姉妹校交流担当教員もこれから

も姉妹校交流を継続していくのは難しいだろうとの認識を示している。

実際， A初等学校では中国側から学習資料や本の供与を得たりはしている

ものの，基本的には韓国側から中国側への一方的な支援という形の交流になっ

ているということがいわれていた。たとえ在外同胞と韓国人との民族同一性を

確認し，双方の民族性を高めることができたとしても経済的裏付けがなければ

交流を継続するのは難しいということであろう。

4，姉妹校交流の実際II(韓国C財団所属学校と中国D高級中学の事例)

本章では2004年12月から始まった， C財団所属学校(以下， C財団とする)

と中国Z省にある D高級中学(日本や韓国の高校に相当)との聞で結ぼれて

いる姉妹校交流について考察する。考察の元になったデータはC財団から得

た資料，そして姉妹校交流担当教員や朝鮮族学校の生徒との交流サーク/レに所
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属する生徒(高校生)からの聞き取り調査結果などである。また，中国D高

級中学幹部教員や本姉妹校交流の連携人である中国人大学教授から聞き取った

内容も適宜参照していく。

4-1，学校の状況

C財団は1955年に設立された商業高校を発祥とし，現在韓国P広域市で13

の中学高校を運営している。財団傘下の学校の全生徒数約25000人，教職員数

約1000人を擁し，韓国有数の学校法人である。このうち，筆者が訪問した R

女子高校は1980年設立と比較的新しいが， 2006年度には地方都市の女子校の中

で最も多くのソウノレ大学合格者を出しており， 2007年現在の生徒数は1519名で

ある。

中国側のD高級中学は1950年代に設立された歴史のある朝鮮族高級中学で

あるo 全校生徒は2008年の聞き取り時点で1864名であり，このうち漢族が6名

含まれているという。北京大学合格者を毎年数名出しており，進学校である。

表4 これまでのムグンファ21

時期 行事

2004.12.28 A財団と中国B高級中学と姉妹結縁

2005.3.21 指導教師構成

2005.3. 39~ 4 .9 1期会員募集

2005.5.25 A財団中学校会員演習

2005.5.27 A財団高等学校会員演習

2005.5.30 A財団ムグンファ21発台式

2005.6.3 ムグンファ21ホームページ運営

2005.6.25 B高級中学会員l次演習

2005.6.30~7.5 ムグンファ21大会事前協議(代表教師 B訪問)

2005.7.14 B;司級中学会員2次演習

2005.2.22~7.26 ムグンファ21韓国大会

2005.8.14~8.14 ムグンファ21中国大会

2006.5.22 A財団、日本大阪E姉妹結縁

2006.8.11 ~8.17 ムグンファ21韓国大会開催

2006.8.14 世界平和祈願統一ゴールデンペル開催

2006.7.20~8.21 第1回ムグンファ21ハングル作文大会

2007.7.31~8.7 ムグンファ21日本大会

出典:rムグンフ7212007日本大会』パンフレット、 p.3などにより作成。
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C財団以外にも，数枝の韓国の高校と交流締結がなされているが，実際に活動

しているのはC財団以外に教員の相互訪問といった教員交流を行っている 1

校のみである。また，日本の高校と教員の相互訪問と留学生派遣を実施したり

といった活動を行っている。

4-2，姉妹校交流の目的

C財関がB中学と交流を始めるに至ったきっかりは，アフリカにあるハン

グル学校から韓国の教科書を送って欲しいという依頼があり，そこで海外に居

住する同胞との交流を行ったことに遡るという。そして，理事長の意思を受け

てC財団内の学校の教員が中国側に連絡を取り，最終的に朝鮮族の集住地域

にある大学で勤務する朝鮮族教員がD高級中学を紹介し， 2004年12月にC財

団理事長が中国のD高級中学を訪問して姉妹提携に至ったのである。その後

の交流活動は表4の通りである。交流行事は2005年には韓国と中国で実施され

た後， 2006年5月より日本の韓国系民族学校である S校(中学部と高等部の生

徒を対象)とも交流関係を開始してからは2006年に韓国， 2007年には日本で交

流行事が実施されている。

本姉妹校交流の特徴は，姉妹校交流の開始に合わせて交流行事参加生徒を構
{飽}

成員として「ムグンファ21J(仮名)というサークルを作り，そのサークルを

中心に生徒間交流を推進している点にある。「ムグンファ21JはC財団の生徒

と交流相手の生徒で構成され，それぞれの学校の指導教員を含めて活動を行っ

ている。サークルの目的は以下の3点である。 1つは人材育成で r海外同胞

青少年との交流を通じて21世紀の我が民族を代表して国際社会に貢献する人材

を育成する」と規定されている。 2つ目はハングル教育の支援であるが，これ

は全世界の同胞青少年のハングル教育のための教材製作・普及をはかることで

在外同胞のための教育支援を行うというものである。そして3点目は文化交流

であり r海外同胞青少年と交流してわが民族のアイデンティティを確立し，

創意的な民族文化創造を通じて世界発展に寄与する」乙とが掲げられている。

つまり，世界化時代の中での韓民族青少年の民族心高揚と，そのための在外同

胞への教育支援が姉妹校交流の目的として設定されているのである。

それに対し，中国D高級中学の教員の話ではC財団との交流の目的につい

て，韓国との交流によって生徒がlつの民族であることを認識すること，韓国
{剖)

の言語環境を経験することなどがあるという。また，交流を通じて世界や歴史，

政治に関する知識を得ることについても期待されている。民族の文化，言語を

龍谷大学論集 -113一



表 5 2007年ムグンブァ21 日本大会日程表

日 曜日 交通 時間 日程 備考

7月31日 火 10: 30 学校集合 船室分け
ノfンスタ 11 : 00 学校出発(昼食ーチョンド休憩所)
ーライン 14: 30 釜山到着後出発手続き

16: 00 釜山港出発

8月 1日 水 10: 30 日本大阪南港到着、及び手続き完了 チーム別
11 : 00 現地ドライパーミーティング後、移動 部屋分け

12: 00 昼食(現地食)
ノfンスタ 13: 00 S高等学校訪問
ーライン 14: 30 大会場(国立曽爾少年自然の家)移動
現地ノTス 17: 30 夕食食事
( 2台)

18: 30 2007ムグンファ21大会式
19: 00 活動①統一ゴールデンベル
22: 00 就寝点呼後、就寝

8月 2日 木 6 : 00 起床/整理整頓及び朝点呼
7 : 30 朝食
9 : 00 活動②ハイキング(登山)/昼食(弁当)
17: 00 夕食(現地食)及び休息
19: 00 活動③キャンプファイヤー
22 : 00 就寝点呼後、就寝

8月 3日 金 6 : 00 起床/整理整頓及び朝点呼 ホテル剖日
7 : 30 朝食 屋分け

9 : 00 活動④木の板にハケで絵を摘くこと

現地パス
12: 00 昼食(個別食)
13: 30 宿舎出発(国立曽爾少年自然の家)

( 2台) 15: 00 活動⑤大阪城見学
17: 00 大阪ヒラリーズホテル到着
18: 00 夕食(現地食)
22: 00 就寝点呼後、就寝

8月4日 土 6 : 30 起床/整理整頓及び朝点呼 組別活動
7 : 30 朝食
8 : 30 活動⑥ユニノてーサルスタジオ移動及び組別体験
16: 30 ユニバーサルスタジオ出口集結
17: 00 ヒラリーズホテル到着
18: 00 夕食(現地食)及び自由時間
22: 00 就寝点呼後、就寝

8月 5日 日 6 : 30 起床/整理整頓及び朝点呼 組別活動
7 : 30 朝食

地下鉄 8 : 00 活動⑦組別現場体験活動(昼食個別食)
17: 00 ヒラリーズホテル到着
18: 00 夕食(現地食)及び自由時間
22: 00 就寝点呼後、就寝

8月 6日 月 6 : 30 起床/整理整頓及び朝点呼 船室分け
7 : 30 朝食及び荷物整理
8 : 30 活動③団体日本現場体験活動(昼食一個別食)

ノfンスタ 12: 00 ヒラリーズホテル到着後、最終荷物整理
ーライン 12: 30 ヒラリーズホテル出発

13: 30 大阪港到着及び出国手続き
16: 00 大阪港出発

8月 7日 火 ノfンスタ 10: 30 釜山港到着及び入国手続き

ーライン 11 : 00 釜山出発(昼食ーチョンド休憩所)
13: 00 到着

出典.rムグンファ21 2007 日本大会A パンフレツト、 pp.4-5より。一部変。
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学ぶことがいわれている点では韓国側と認識の上での相違は見られず，目的意

識はある程度共有されているといえる。

4-3，姉妹校交流の実際

「ムグンファ21Jの活動はオンライン交流(ホームページ)と「ムグンファ

21大会」における相互訪問活動に分げられるが，実質的に後者が中心である。

これまでの活動は前掲の表4の通りである。また，表5は2007年夏に行われた

「日本大会」の日程表である。

このときの大会の目的として，①民族を愛する同胞愛を育てること，②体験

活動を通じて民族観を定立すること，③様々な修練活動を通じて指導力と忍耐

心を育てること，④団体活動を通じて正しい人性を酒養し共同体意識を育てる

こと，の4つが掲げられている。また， 2006年の韓国大会では上記の4点に加
{師}

えて「運営方向」として，次の4点が掲げられていた。それは，①修練活動を

通じて韓・中・日同胞聞の対話促進，及び会員聞の親交活動を強化すること，

②民族に対する親近感を持ち，ハングルと民族文化を学び，保護する方法と態

度を学ぶこと，③団体活動及び相互間の役割活動を通じて指導力と忍耐心を習

得することに重点を置くこと，④団体活動を通じて社会を間接体験し，正しい

人性を育て共同体意識を癌養する

ことである。ここには大きく分げ

て，一般的な社会性の酒養と民族

アイデンティティの酒養という 2

つの側面を見ることができる。

2007年大会の参加者は， c財団
傘下学校生徒が47名(中学生:5 

校から22名，高校生:5校から25

名)，指導教員が9名， D高級中

学からは生徒6名，指導教員3名，

日本からは生徒41名(中学生:34 

名，高校生 7名)，指導教員12名

で，合計118名の陣容であった。

参加する生徒は韓国からの場合，

C財団傘下学校の全校生から選抜

するのではなく rムグンファ21J

表6 2007年「日本大会」での体験活動時
の指導教師と班構成

班編成 指導教師 中国会員 韓国会員

A班(4名)
韓国側1名

4名

B (5名) 1名 4名

C(4名)
韓国側1名

4名

D (4名) 1名 3名

E (4名)
韓国側1名

4名

F (5名) 1名 4名

G (4名)
韓国側1名

4名

H( 5名) 1名 4名

1 (4名)
韓国側1名

4名

J ( 5名) l名 4名

K(4名)
韓国側1名

4名

L(5名) 1名 4名

出典:rムグンファ212007 日本大会』パンフ
レツト、 p.9の表を元に作成。

龍谷大学論集 -115ー



のメンバーから希望するものを選抜して決定することになる。そして「ムグン

ファ21jに加入を希望する生徒は多いが，面接によってメンバー患選抜してお

り， 2008年時点では約80名の中高生が加入しているとのことである。 D高級中

学からの参加者は，希望者の中から，これまで大会参加のために渡航した宅F
を除き，文字がきちんと書仇「能力」のある生徒を選抜しているそうである。

参加を希望する生徒は多いとのことであるが，この年は 3年生2名， 2年生4

名が選抜されている。

大会日程を見ると r統一ゴールデンベJレj，ハイキング，キャンプファイヤ

ーが設定されるとともに， s校への訪問も行われている。宿泊場所は青少年自
然の家と一般のホテルであり，部屋割りや班分けはそれぞれの国の生徒が混ざ

るように編成されているが(表6は出身国別の各班構成を示したもの)，中国から

の参加者が少ないために結果的に構成に偏りが出ている。

また， 2006年に行われた「韓国大会」では8月12日から16日までの4泊5日

の日程で3カ国の生徒と教員がスポーツ行事や伝統礼節経験，朝鮮戦争関連施

設巡りなどを行ったが，このうち最初の 2泊は韓国の生徒の家でホームステイ

を行った。海外に居住する韓民族との交流の手段としてホームステイの有効性

はこれまでも指摘されており，その機能や実施方法について今後より詳細な分

析をする必要があるだろう。

4-4，交流の成果と問題点

韓国C財団と中国D高級中学との姉妹校交流を通じて韓国側の生徒に変容

は見られたかについて rムグンファ21jを指導する教員の話によれば，他の

サークル活動に比べて「ムグンファ21jはすべて生徒主導で計画を立てて実行

しており，自分たち教員がするのは生徒だけでできない各種手続きくらいだと

いう。「ムグンファ21jの生徒たちは活動を通じて自主的に物事を計画して遂

行していく能力を養っているとのことで rムグンファ21jの会員の男子高校

生に直接尋ねたところ，自分は元々消極的な方であったが，ここでの活動を通

じて積極的になったという。活動を通じて積極性が身についたという意見は他

の生徒からも聞くことができた。「ムグンファ21jは国際交流サークルである

が，在外同胞生徒との交流の他， p広域市に居住するネパール人などの外国人

との交流を行ったり，日曜日の午前中には老人ホームを訪問して入居者の世話

をしたりしている。民族アイデンティティを高めるという目的に直接関係ない

と思われる活動も結局は生徒の積極性や自主性を養うのに役立つているように
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思われる。

朝鮮族生徒との交流を通じてわかったことについて生徒にたずねたところで

は，朝鮮族に対し自分たちはもっと関心を持っていくべきであるという意見や，

朝鮮族とは言葉は通じるが海外に住んでいるということで考え方に違いがある

ことに気づいたが，それでも同じ血でつながった人たちだから心の中で考えて

いることなどに共通性を感じることができたという意見などが聞かれ弘ただ，

食文化などで朝鮮族との違いを感じたのではないかという筆者の質問に対して

は，それは確かにあると答える生徒がいた。

交流行事に参加した生徒同士の交流の継続性については，交流行事が終わっ

た後も電子メールなどでの交流を続けている生徒もおり rムグンファ21jサ

イト運営を担当していた生徒は卒業後，日本の一橋大学に留学しているとい守。

また，日本のS校からは夏休みに韓国に遊びに来た生徒もいたというから，

姉妹校交流をきっかけに生徒聞での継続的な交流は続いているようである。た

だ，中国と韓国の聞での実際の訪問交流は制度的な問題が大きいために難しい

状況にある。

また，交流に参加しない rムグンファ21jの会員以外の生徒がこうした交

流に直接関われる機会はないとのことであった。「ムグンファ21jのメンバー

は活動を通じて積極性を身につけ，自立的な会の運営をしていける能力を身に

つける機会があるのに比べ，他の生徒への還元という側面はあまり想定されて

おらず， c財団の学校に通う生徒全体へ姉妹校交流の教育効果を波及させると
いう点が課題といえるのではなかろうか。

こうした行事にかかる費用は，教員の渡航費は各学校が負担しているが，生

徒の場合， C財団の学校の生徒は自己負担である。それに対し，中国側の生徒

が韓国や日本に来る費用はC財団が負担している。前章のA初等学校と B小

学校の姉妹校交流のように一方の学校が奨学金やコンピュータのような教育機

材を寄贈するという形の交流ではないが，年に1回の「大会」を継続的に実施

していこうとすれば， C財団の負担は大きなものになるだろう。 C財団の教員

も姉妹校交流の問題点として，経済的負担が大きいことを挙げていたが，財団

理事長はこの行事に積極的な姿勢を持っているとのことであった。

全般的にいえるのは， c財団の理事長をはじめとする，姉妹校交流行事にか
かわる教員や生徒の，交流行事にかける高い熱意と，それを支える財団本体が

この行事を継続性あるものにしているといえる。サークル組織での交流の利点

であろう。また， D高級中学も民族教育の不振がいわれる中国の朝鮮族学校の
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中で有名大学への進学者を輩出している，いわゆる地域の中心学校であり，韓

国からの経済的支援がなくとも学校を継続させるだけの条件が揃っている。こ

うしたことが姉妹校交流を韓国から朝鮮族学校への一方的支援という関係にし

ないために有効に作用している。

5 ，姉妹校交流の課題と問題点

5-1，姉妹校交流の位相

表7は在外同胞教育の目的とされる部分と，本論文で取り上げた事例の中で

姉妹校交流の目的とされているものとの関連性を示したものである。ここから

わかることは各々の学校が意識した結果かどうかは別として，結果的に在外同

胞教育政策と姉妹校交流は関連性を持っているということである。そして

rOJ 印の付き方を見ると，姉妹校交流は在外同胞教育政策の目標の中でも

「韓民族としてのアイデンティティ維持J r母国に対する紐帯感を強化J r自持

心の高い韓民族を具現」の 3っと r現地社会で模範市民として成長・発展を

支援」に分けられるようである。つまり，在外同胞教育政策の目標は民族アイ

デンティティや「母国J (韓国)との関係強化に関わる事項と，在外同胞の現

表7 在外同胞教育政策と姉妹校交流との関連

在外同胞教育政策の目的

韓民族としての
母国に対する紐

現地社会で模範
自幹心の高い韓

アイデンティテ 市民として成
ィ維持

帯感を強化
長・発展を支援

民族像を具現

同胞愛の育成 O O O 

指導力と忍耐心
O の育成

社会性の溜養 O 
民族文化の尊重

O O O 態度の育成
の 世界化、情報人材化
的目 時代の有能 O 

相互情報交換 O O 

世界化の促進 O 
先進的な知識の

O 獲得

相互の親交強化 O O O 

出典:罪ドクホン「参与政府の教育政策及び在外同胞教育推進方向J r改革時代J5-4、韓国社会
発展市民実践協議会、 2003年、 p.32の在外同胞教育政策の目的を参照するとともに、姉妹
校交流の目的については本論文で取り上げた事例における目的を参照して作成した。
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表8 韓国の代表的在外同胞教育支援機関と姉妹校交流の比較

|姉妹校交流|在外同胞財|国際教育振
教育支援の類型 団による支|興院に

l事例 1I事例nl援 |支援

学生交流プログラム | ム 1 0 1 0 
同胞教育者招蒋演習 o 0 
同胞青少年母国演習 o 0 
韓国語関連資料送付 10 

者骨:園者 ~~~~~~~~~~~~~~~J::二 --j二二l二二二:J二 o
図書支援 1 0 1 0 
学校運営費(奨学金)支援10
ー両胞美半支援一一一一一一l一一一一l一一一r----o一一

地社会での地位向上に関わる事項とに分げることができ，姉妹校交流はこれら

すべてを満たす可能性があるということである。

次に，姉妹校交流と在外同胞教育支援との関連についてであるが，表8は在

外同胞財団などによる在外同胞支援や，本論文で見た姉妹校交流の中での支援

内容を挙げて，これらと姉妹校交流の 2つの事例との関連についてみたもので

ある。表の「事例 1J はA初等学校と B小学校との姉妹校交流のことであり，

「事例I1J はC財団と D高級中学との姉妹校交流のことである(以下，本文で

も同様に記載)。また，代表的な在外同胞教育支援機関である在外同胞財団と国
(1田)

際教育振興院の在外同胞教育支援との比較を試みているが，支援という視点か

ら姉妹校交流をみたとき，姉妹校交流では学生交流や図書支援などの韓国語資

料送付，そして学校運営費支援にこでいう学校運営費とは「奨学金」の形で学

校に渡しているもの)が特徴だといえるだろう。但し，事例11の事例では，こ

うした支援の性格は弱く，姉妹校交流にも様々なパターンがあるだろうことが

予想される。

5-2，姉妹校交流の特徴

本論文で検討した姉妹校交流の 2つの事例は，韓国の学校と朝鮮族学校との

姉妹校交流という意味では同じものとはいえ，かなり性格が異なるものであっ

た。事例Iは初等教育段階であり，一般の公立の韓国の学校と，生徒数減少な

どの問題を抱えた，いわば現在の「典型的な」朝鮮族学校との交流であり，韓

国から朝鮮族学校側への経済的支援が中心となっている関係である。これは

「支援型姉妹校交流」といえる。対して，事例11については，支援よりも双方
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の生徒同士の交流が中心であるが，交流の方法は学校内(法人傘下内の学校)

のサークル活動を基点としたものであり，この交流の事例は「サークルによる

交流行事中心型姉妹校交流」といえる。ここではこの 2例の共通点と相違点に

ついて検討を行いたい。

(1)共通点

まず交流の目的として，韓国人と朝鮮族双方の民族愛や民族アイデンティテ

ィを酒養することにおいている点が挙げられる。「国際社会に貢献する人材」

や「世界化，情報化時代に適応する有能な人材」を養成すること，そして「海

外同胞青少年と交流してわが民族のアイデンティティを確立」することや「両

校の児童が同じ民族としての自己持持心を持」つことが同列に並べられているo

もしくは一方の前提としてもう一方が示されている。韓民族青少年同士の交流

が民族アイデンティティの相互啓発に作用し，国際社会で活躍する人間像を育

成することが民族の利益に繋がると認識されている。

2点目は，実際の交流行事において相手側に訪問するか，訪問を受けること

による交流行事を定期的に実施してきたという点である。メールやインターネ

ットでの交流，手紙のやりとりといった間接交流だけではなく rフェイスツ

ーフェイス」の交流が重視されている。

3つ目は.A初等学校から朝鮮族学校を訪問した教員や生徒の訪問記やC

財団の生徒の話などを総合すれば，韓国人にとって海外同胞との出会いと交流

が海外同胞との紐帯意識の高まりに作用しているという点である。これが閉鎖

的な民族ナショナリズムの高揚に繋がるのか，他者理解や自己理解に向かうの

かは今後の教育や生徒自身の経験によるだろう。ただ，民族同胞内に限られた

ものであるものの，多国孝志が指摘する国際理解教育の構成概念の核となる
(1咽)

「他者とのかかわりの重要'性」というものを学ぶ機会になっているといえるの

ではなかろうか。

4点目は，交流にかかる経費の問題である。交流行事のために朝鮮族学校の

側でかかる費用を韓国学校側が負担するなど，韓国側に経済的負担が重くなっ

ているということがある。奨学金の支援といったこと以外でも，交流行事を開

催すること自体，一定の経費がかかることは避けられない。特に，中国側の生

徒が韓国にやってくるための費用負担は韓国側に求められている。財政的な裏

付けの有無が交流活動を左右すると考えられる。

5点目は姉妹校交流に実際に参加できる生徒や教師は一部に限られるという

点である。直接参加していない生徒に交流の成果をどのように還元するかが課
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題になるが， A初等学校のように全校放送で報告を行ったりということはあ

るものの，参加者が限られている中では効果はある程度限定的にならざるを得

ず，こうした交流を行っていく上での課題であろう。

( 2 )相違点

次に両事例の相違点である。 1つ自に，事例Iでは韓国学校による朝鮮族学

校支援という側面が強く見られたのに対し，事例IIでは支援の側面が全くない

ことはないが，互いの交流といった側面が強く，日本の民族学校をも巻き込ん

でより広範な交流活動を志向している点が認められる。

2点目としては，いずれも韓国側の経済的負担によって成り立っている感の

ある交流であるが，事例 Iでは上級機関(地域教育庁)の予算カットによりス

トップしたのに対し，事例IIでは理事長の意思もあり現在も継続しているとい

うことが挙げられる。

3点目は，相対的に見て事例IIのほうが互いの学校規模が大きく，交流活動

もより広範なものになっているのに対し，それに比べると事例 Iは双方の学校

の規模も大きいとはいえないということである。もちろん，事例 Iの韓国A

初等学校は生徒数1700名を数えるマンモス校であるが，韓国の都市部では1000

人以上の児童を抱える学校は決して珍しいとはいえない。特に朝鮮族の集住地

域に所在する D高級中学と比べ，漢族地域に残る B小学校は状況的に厳しい

ものがある。

4点目は交流する生徒達の経験の継続性の違いである。教員の場合は同じ学

校で一定の期間勤務することが可能であるが，児童生徒の場合は定期的に構成

員の入れ替わりがある。先輩から後輩へと交流経験が引き継がれていくために

は事例IIのようにサークル単位で交流を行っていくことが有効である。サーク

ルによる交流であれば，交流内容の企画などに参加することで生徒達はよりオ

ーガナイズされ，交流の「実績」が後輩達に伝わっていきやすい。ただ，その

反面サークル員以外の一般児童生徒の，姉妹校交流への関わりが限定されると

いう問題は残る。

5-3，継続的な交流に必要なもの

継続的な交流に必要なものを探ることを通じて姉妹校交流の課題も明らかに

なるのではないかと考え，ここでは継続的な交流という点に焦点を絞って考察

を行いたい。これまでの考察から韓国の学校が朝鮮族学校との姉妹校交流を安

定的に継続して行うためには，①学校の「豊かな資源J，②学校の経営形態，
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③交流の拡大の可能性，④一方的でない双方向的な関係の維持，⑤交流する生

徒達の積極性といったものが要点になることが明らかになった。

①と②について，事例11のC財団は韓国有数の学校法人であり，数年ごと

に校長が交代していく公立と比べトップの意思でより長期的な計画が立てやす

いと考えられ宮。交流の相手方の D高級中学も中国の朝鮮族学校の中で有数

の歴史を持つ進学校であるので，朝鮮族学校の側も韓国に経済支援だけを期待

するという構図にはなりにくい。また，進学校であるということは姉妹校交流

のような学校行事を行えるだけの「余力」を生む条件になっていると考えられ

る。

③の交流の拡大の可能性についても事例11では日本の韓国系民族学校にも交

流が広がっており，将来的には英語固などの学校にも広げてきたいとの意欲が
(J[M;) 

ある。事例 Iでは，実現はできていないものの， A初等学校が所在する市全
(J田)

体へ交流関係を広げる必要'性が説かれていた。日本の学校でもアメリカの学校

との交流を進めていく中で互いの学校が存在する自治体同士の姉妹交流に発展

し，教育委員会をも巻き込んだ町レベルでの国際交流に発展していった例がい

わゆる「成功事例」として報告されており，交流の「幅」の拡大は一般的に姉

妹校交流ではプラス要因として認識されている。

④の双方向的な関係の維持の重要性は，韓国の学校側の負担の大きさもさる

ことながら，対等な交流という「理想」からしても一方的な関係は好ましくな

いだろう。その意味では支援という形での姉妹校交流には自ずと限界がある。

韓国と中国の朝鮮族学校のように，経済格差がある中で対等な交流活動を行っ

ていくためには，支援は教材支援や教員の教授方法支援といった，生徒に直接

影響せずに，経済的負担が大きくないものに限定される必要があるだろう。

特に事例11では一方的な交流になっていないし， C財団の交流担当教員の話

でも姉妹校交流は韓国の側にも長期的に見ればプラス面があるが(短期的には

プラス面がないという話ではない)，個々の学校という面のみ見ているとそれは

わかりにくいという趣旨のことがいわれていた。つまり，個々の学校レベルで

短期的にはっきりとした効果を検証するのは難しいものなのかも知れない。

以上述べた点は姉妹校交流一般にも通ずる点であるが，同胞支援としpう方向に

なりがちな朝鮮族学校との姉妹校交流の場合は特に継続ある交流がポイントに

なっていると思われる。
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おわりに

本論文では中国朝鮮族学校と韓国学校との姉妹校締結の状況について，韓国

の学校側を中心に考察した。その結果，韓国側から見た朝鮮族学校との姉妹校

交流の特徴は，朝鮮族学校への支援と朝鮮族の民族性維持を重視したものにな

っているということが理解できた。もちろん，その中には韓国人児童生徒も在

外同胞との出会いの中で民族性の再認識がなされることが期待されており，そ

の意味で韓国にとってこの交流の特徴から得るものがないというわげではない。

韓国人生徒の民族アイデンティティの再認識や在外同胞との交流行事を作って

いく中で自立性が培われるといった側面も見られる。

朝鮮族の側はこうした交流の目的として，自らの学校の生存や中国圏内での

自民族の相対的地位向上といったことを意識しているものと思われる。姉妹校

交流を行う朝鮮族の側の意識や考え，それに基づく活動内容をより詳細に追っ

ていく必要があるが，これについては別の機会に論じてみたい。

最後に，本研究を行うにあたりお忙しい中，外国からやってきた筆者の調査

に快く協力してくださった韓国の学校と中国の朝鮮族学校の先生方，及び生徒

の皆さんにこの場を借りて厚くお礼申し上げます。

本研究は平成19年度~平成20年度科学研究費補助金(研究種目:若手研究

[スタートアップ]，研究代表者:出羽孝行，研究課題名:中国朝鮮族と韓国の聞の

教育交流の展開に関する研究，課題番号:19830100)による研究成果の一部であ

る。

※鎗文内の実際の校名，地域名については仮名を用いた。従って，参考文献中(開

査対象学校が発行するパンフレットの類)に現れる固有名聞についても仮名に

置き換えた。

註

(1)以下，原則として「中国の朝鮮族学校」のことを単に「朝鮮族学校」と表記す
る。同様に「中国朝鮮族」を「朝鮮族」とする。

(2) 朝鮮族学校の運営難や朝鮮族教育の「不振」については，朝鮮族研究者による

論文や中国吉林省で発行されている朝鮮語新聞 r延辺日報』でも頻繁に取り上げ

られている。筋丘の論文としては召玄舎「三刊号司尋.ii!.4寺判判71斗 ユ号主判l合」
『号室ヰ仕叫吾詩巻λ~ (8)J喧電電]宅l吾号神(金虎雄「朝鮮族民族教育の危機とその

克服提案.Jr文化山脈 (8)J延辺人民出版社)， 2008年などがある。

(3) 本論文では原則として「姉妹校交流」の語を用いているが，姉妹校交流をする
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ための提携のことについては「姉妹提携」とする。特に両者を区別する必要がな

ければ「姉妹校交流」としている。

(4) 姉妹校交流自体に関する検討は別の機会に詳しく行いたい。

(5) 拙著「中国朝鮮族と韓国人との教育交流の可能性に関する一考察ー韓国の在外

同胞政策を中心に一JW龍谷大皐論集』第472号，龍谷翠曾， 2008年参照。
(6) r在外同胞」という語について，確固とした定義は定まっていないが，ここで

は「朝鮮民族(韓民族)の先祖を持っているとされる，韓国・北朝鮮以外に居住

している人」としておく。「在外同胞」の定義の問題については，同上論文を参

照のこと。

(7) f2008司ストサストス1吐対1判号'tl手電111. Ejj3::λト召斗』スl暗唱を号(ストスl守宅斗)
(W2008年地方自治団体外国人住民実態調査結果』地方行政局(自治行政課))
〈韓国行政安全部webより入手>， 2008年， p.l3参照。なお，この数には韓国人
との結婚などにより韓国国籍を取得した人も含まれている。

(8) 韓国の外国人関連の統計には中国国籍者とは別に朝鮮族 (r韓国系中国人J)の

項目が提示されている。

(9) 前掲 W2008年地方自治団体外国人住民実態調査結果~， p.4参照。

0.0) 例えば， 2004年から施行された外国人雇用許可制においては，在外同胞は雇用特
例外国人勤労者として雇用支援センターを通じて許可された業種でのみ就労が可能

であったが，その条件には韓国内に親戚がいる者であったり， 3年間就業した後帰

国して半年は再申請できないものであった。 (0];干舎「阜{号'tl司コ宮司喧詩斗斗刈」

『王巳号司件』刈1127豆，を号与二号'?:!子型〈李ギュヨン「外国人力政策の変化と課題」

『労働レビュー』第27号，韓国労働研究院>2007年， pp.21-26参照)

ω前掲論文，及び唱平ヰ旦J号有号豆斗『号豆スト弁暗号司舎， 朝包唱♀{詩司!
く音日昔}吐71 5日スト弁普i!Jl安司'fl7トミテ社守吾詞唱対lλl吉i!I>.s(且王スト豆) (法
務部外国籍同胞課『同胞自由訪問許容，就業範囲拡大<今年下半期5年自由往

来及び就業可能な‘訪問就業制'施行>J (報道資料)]， 2006年5月18日登録(韓国

法務部web<http://moj.go.kr/>)参照。
(ロ r包帯丑 lせ噂匂号…号号号豆7}98%JwOK Times.!J 2008';'15省主，
吉明且J号豆号神lゼ子三七 (r月平均1万名入国…中国同胞が98%JwOK Times.!J 2008 

年5月号，海外同胞問題研究所)， 2008年， pp.54-55参照。
(13) 李ギュヨン，前掲論文， p.27参照。
凶同上論文， p. 270 
回 斗すス1r号号号豆λト司叶111羽電電信忍吐斗若君司斗渇l一三王位寺号豆曇号{U主豆寸

『豆豆:1J~スト豆刈 68 召 2008 ';'1 Àß .2.J号豆柑吐哲子旦jlλ~ jj1.豆コ宮司 7ß苦斗 As.2.J号

豆As'e! 1:1 1 そH立:1J~ヨ子-jj1.豆コ昔話司旦J 守司斗刈l曇号位三豆一」舌ß .2.Jjj1.豆号埼11'?:! 子ごと

(郭スンジ「中国同胞社会に対する現実診断と政策課題一朝鮮族同胞を中心に

一JW僑胞政策資料第68集 2008年在外同胞財団研究報告書僑胞政策開発と在外
同胞財団ビジョン設定研究ー僑胞政策の当面課題を中心にー』海外僑胞問題研究

所)， 2008年， p.89参照0

0.6) 拙著，前掲論文， 2008年参照。
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。7) 朝鮮族を対象にした調査は延辺，北京，山東省，東北三省に居住する朝鮮族高校
生，大学生845名(有効回答数は810名分)を対象に2007年に実施された質問紙調査

である。また，朝鮮族青少年を一堂に集めて集団討論させた「焦点集団討論調査」

もあわせて行われている。調査の概要や結果などは，主司<8・吾7a今

『電電l奇想三とぜ宅p司スト喧警告舎金平{電量豆湛叶]5.♀Jヨ子奇すせ電子I一寺普
旦五社一』を奇想ととぜコ宮司句干喧(趨へヨン・文ギョンスク『韓民族青少年人的

資源活用のためのグローパルネットワーク構築方案研究 Iー総括報告書一』韓国

青少年政策研究院)， 2007年，及び召色t]・0]号喜『号号阜J電!-'il奇智企'd
電場実母宅H!司電子』を号苓三主国7s帯電子祖(金イッギ・李ドンフン『中国の韓
民族青少年現況及び生活実態研究』韓国青少年政策研究院)， 2007年参照。

側金イッギ・李ドンフン，前掲書， 2007年， pp.81-84参照。

仰向上書， 2007年， p.83参照。

側向上書， pp.93-103参照。

ω 同上書， p. 1480 
側越へヨン・文ギョンスク，前掲書，p.1620 

ω) この時期以降に，従来ユネスコ韓国委員会などの青少年団体が行ってきた国際
交流が「国家次元の戦略分野として本格台頭」してきた。(召司守『を・

包五号室:j-.ïi!.ストロ~.ïi!.干千曇号電 7ß 三七'd号神I] .ïi!.昇叫l をを喧子一手仕・ 3宮せス]Q'j 1!Ell曇

号{l~三豆一習活叫脅.ii!. ji!.J寺叫苛誼包叶豆今祖号 ~λト守♀{きをく金藤英『韓・日

高等学校姉妹交流を通じた青少年国際交流に関する研究一釜山・慶南地域実態を

中心に 』慶南大学校教育大学院日語教育専攻修士学位論文>， 2003年， p.14参

照。

倒金泰勲「韓国の学校におげる国際理解教育一社会科を中心にーJ fI"研究報告書

東アジアにお砂る国際理解教育に関する研究一日本・中国・台湾・韓国の後期中

等教育を中心にして一』日本大学教育制度研究所， 1999年， pp.81-82参照。

(25) 豆今斗詩7]含芋『号室:}-Ji!..ii!..J寺斗7s司1i(I)幸喜，号電警号~ t:刊を.ii!..斗î(教育
科学技術部『中学校教育課程解説(I) 総論，特別活動』大緯教科書)， 2008 

年， p.245参照。

側 ソウル市教育庁が出している指針では市内の学校が海外の学校と姉妹提携を締

結してから1ヶ月以内に締結先の学校の情報や締結日時などを教育庁総務課国際
協力に通報するように定めている(斗会塁手当λ1..iiI.4寺苓「号刈Il.ii!.令2存喫

ス.}u~忍坦苅1召刊号を省平河司ス1也〈ソウル特別市「国際教育交流及び姉妹結

縁締結に関する業務処理指針~>， p.5参照)。また，筆者が2007年に朝鮮族学校

と姉妹結縁交流を行っている小学校で教員から尋ねたところでも，姉妹校交流を

行う際に学校を管轄する地域教育庁(日本の教育委員会に相当)に知らせること

になっているとのことであった。筆者が2005年9月に教育人的資源部(当時)で

行った聞き取りでも，教育人的資源部には姉妹校交流に関する全国データはなく，

ソウルの場合ならばソウル市教育庁に行くようにいわれた。

仰 を'il召.~司守豆 .0] 宅!<8 fI"号号外吾主キミ子号神l電信金♀{電}jJl4母甚0]:豆干子哲司旦J
1!~号包電子守主(韓マンギル・握ヨンピョ・李ヒョニョン『東北アジア文化共
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同体形成のための教育分野交流・協力の実態』統一研究院)， 2004年参照。
側 ^i金号電λ] jR.，1奇想 r2003 喧 λ~ 会号電入.]jR，!寺 78 斗音7]社主J 言明司ストu~省電電号』

(ソウル特別市教育庁 f2003年ソウル特別市教育庁各級機関の海外姉妹結縁現
況J) [エクセルデータ]参照。同資料は韓国教育開発院所蔵の電子データを同院

よりお送りいただいた。この場を借りてお礼申し上げたい。

ω) 図書館，地域教育庁，教育庁本庁などが海外の教育機関と結んでいる姉妹校交
流は学校同士の交流ではないため，ここでは除外した。

側 r.l.i 会.ñ1.-ir号埼I]~旦 2007J 社会号唱λ].ñ1.今苓(1"ソウル教育統計年報 2007J

ソウル特別市教育庁)， 2007年参照。
帥前掲『国際教育交流及び姉妹結縁締結に関する業務処理指針J，p.l。

(32) 韓マンギル・僅ヨンピョ・李ヒョニョン，前掲書， 2004年， pp. 122-123参照。
仰向上。

(34) 7]"!寺号・な信且 r :x~ .21号豆豆今~菅忍すせ吋1 吾守電子J r辺舎と寺』対1]29司，
五司司{宣tjR豆今司詩型(金ウクドン・萎ソンボ「在外同胞教育の発展方案に関す
る研究Jr教育論議』第29輯，高麗大学校教育大学院)， 1999年， p.17参照。
倒 ?8(昔号『号号祖を7ト守J言葉:x~号号豆豆今な尋常せをさ司哲子』豆今包司スト週平

(鄭ヨンノク『中国専門家養成及び在中同胞教育強化方案政策研究』教育人的資

源部)， 2002年， pp.94-96参照。
側 召守「寺号三~1i号会 ‘宅]寄ス.}{}'- a::1i尋司五社三~ 1f号埼1判7] ヰ，j~召一

『管官l尋叶Il~判ヨ.n 2006-04・05，:x~.21号豆:x~吐(金ダン「中国朝鮮族は『民族資
産』一朝鮮族学校減少・共同体危機をあおることー.Jr韓民族ネットワーク』

2006-04・05，在外同胞財団)， 2006年， p.7参照。
(扮♀苧司 r:x~.21号豆電T号吾卦豆今豆豆ユ哲ス1型豆電刈普包子』を号吾斜吾号苓
2司笹子型(属ジュヒ『在外同胞韓国文化教育プログラム支援モデル開発研究』韓

国文化観光政策研究院， 2006年， p.110参照。
(38) A初等学校での聞き取りは姉妹校交流担当者の教員を中心に校監(日本の教
頭に相当)，校長を対象に2007年9月11日に実施した。
(39) 中国B小学校での聞き取りは校長と副校長を対象に2008年8月25日に実施し
た。なお，訪問時小学校の校舎は改修中であったため，敷地内に隣接する朝鮮族

中学校の校舎内で聞き取りを実施した。

側 O広域市はこの地域の中心地である。
仙 A初等学校についてはr2007叶喧玉号音金井平七 A.n1.今JA主号室t.n1.(1"2007 
学年度大きな夢を見る A教育.nA初等学校)， 2007年 (A初等学校の学校要
覧。題目の rAJの部分には実際の学校名が入る。以下，調査対象校が特定され
る名称の文献を挙げるときは同様の記載を行う。)を参照した。データは2007年
3月1日現在のものである。
倒 B小学校の概要については B小学校での聞き取り調査，及びA主号守豆

f2000.71 電刈丞位尋企守豆ス.}u~召包宇忍分警且五λ~ (A初等学校 r2000.71
現在朝鮮族小学校姉妹提携推進状況報告書J)，pp.1-2， A初等学校での聞き
取りによる。なお， 2002年度にD小学校が韓国に訪問したときのことを報告し
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た， A主号室干豆 W02.06.4号号 B三三位号企脅豆す吾召斗且:il..11(A初等学校 W02.
06.4 中国D朝鮮族小学校訪問結果報告.11)によれば， 2002年度のB小学校の児
童数は198名，教職員は校長ほか22名であった。
倒 B小学校での聞き取りによる。
帥学校運営委員会は地方教育自治に関する法律の改定 (1995年)により1996年よ
り初等学校・中学校・高等学校に設置され始めたもので， 1999年には韓国内のす
べての学校に設置されるようになった。教職員代表，保護者代表，地域社会人代

表によって構成される，学校運営に関する主要な事項についての審議・議決機関

である。詳しくは金忍唱， 舎7]宅ト， 互号位， 召E苦手『を号豆今3昔詞幻想省』

.ii!.-4寺斗守人ト(安ジョンイル・孫ギチャン・趨ドンソプ・金ピョンジュ『韓国教育

政策の争点』教育科学社)， 2002年， pp. 241-284などを参照のこと。
加，) A初等学校の担当教員とのメールでの聞き取りによる。

柵 A主号室f辺『ストロH召喧卒忍河p司λi.ll(A初等学校『姉妹提携推進計画書.11) 1 
頁目。

仰'l A主号室f豆豆す『号材1].社電fii!.召q宣誓号会号電}0 ii!..J寺旦{刈lオl詩.11(A初等学
校校長『国際間学校提携活動を通じたO教育の世界化.11)， p.20 
(48) 前掲『姉妹提携推進計画書.111頁目参照。

(49) A主号室fii!.W号オ.iiL';;子守合キ忍オ!司.11(A初等学校『国際交流学習推進計
画.11)参照。

側 B小学校の校長，副校長によれば，韓国からは7回の訪問があり，中国側から

は4回訪問を行ったという (B小学校での聞き取りによる)。なお， A初等学校

の担当教員によれば，ビザの関係などもあって中国側から児童がやってきたこと

はないとのことであるが，表3をみると中国から児童がやってきたことが記され

ている。これは表3のデータは交流初期の頃のものであり，担当教員がA初等

学校でB小学校との姉妹校交流を担当し始めて以降，中国から児童がやってき

たことがないとの趣旨であると思われる。

ωA初等学校での聞き取りによる。
(52) A初等学校で提供していただいた資料より。なお，ウォンに対するドルの金
額は資料に記載されている通りの額を示した。

(日)前掲 W2000.71現在朝鮮族学校小学校姉妹提携推進状況報告書.11， p. 3参照。
(幼 A初等学校での聞き取りによる。
(55) 図書の90%は韓国から得たものだという。実際，経済的余裕があっても中国国
内で，市場規模が限られている朝鮮語書籍を得ることは容易ではない。(B小学

校での聞き取りによる)

側前掲 W02.06.4 中国B小学校訪問結果報告』。
(57) 前掲『国際間学校提携活動を通じたO教育の世界イt.ll， p.5参照。
(58) 向上資料， pp.3-4参照。
側豆す召『三E4ヨミ号三主主干耳叶1]"'-1と宅l毛}.g.~号司令忍J (校長 金「朝鮮族小学

校で感じた同じ民族の息遣い.11)， p.3。

側同上資料， p.4。
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制 Aff:..号室干豆6詩せ ar寺号三~~号企苛豆す吾~ (A初等学校 6年ar中国朝鮮

族小学校訪問~)，及びA主号室干.ïil. 6 脅'd b r号号三三位尋企詩豆守吾J (A初等学

校6年b r中国朝鮮族小学校訪問~)参照。両資料とも A初等学校 HP に公開さ

れているものを参照した。

側 A丞号室干豆耳λト『号豆o~吾と万1 月l 古~~豆干干刻l 哲J (A初等学校教師『同胞愛
を感じさせてくれた交流体験J)参照。 A初等学校の HPに公開されているもの

を参照した。

側前掲『国際間学校提携活動を通じた O教育の世界イt;J，p.3参照。

(帥 A初等学校での聞き取りによる。
側 A初等学校での聞き取り，及び校内見学による。
胸 中国では教師は児童に何かをさせるという姿勢であるのに対し，韓国では児童

の自由を尊重した指導を行っていることがわかったという。また，韓国では礼節

を重んじるということも感じたという。 (B小学校での聞き取りによる)

制') B小学校での聞き取りによる。

側前掲『国際間学校結縁提携を通じた O 教育の世界イt;~， p.5参照。
(69) A初等学校での聞き取りによる。
側筆者によるメールでの質問への回答による (2008年6月)。

仰 A初等学校での聞き取りによる。
問 C財団で本姉妹校交流を担当している教員からの聞き取りは2007年8月25日に

P市内で行った。さらに他の担当教員や姉妹校交流行事に参加した生徒を交えた
聞き取りは2008年9月5日にC財団所属高校内などで行った。また，翌9月6
日にはC財団理事長の話を伺う機会を得た。

仰:) D高級中学での聞き取りはC財団との姉妹校交流を担当する幹部教員から， D
高級中学校内で2008年3月22日に実施した。

同韓国の中学校・高校は平準化政策の下で運営されているため，私立学校といえ

ども生徒を選抜するなど，学校の独自性を発揮できる範囲は極めて限られている。

従って，私立学校といえども入学してくる生徒の状況は他の公立校の場合と比較

して特別な違いは基本的には見られない。

同 R女子高校の紹介パンフレット参照。

側 D高級中学での聞き取り，及び号ヰ三位屯号Z今斗叶電子企喧肴『寺号三王位尋
電tjj!，ス.1J (東北朝鮮民族教育科学研究所編纂『中国朝鮮族学校誌』東北朝鮮民族
教育出版社)， 1998年を参照。
(η') D高級中学での聞き取りによる。

(ゆハングル学校とは「外国で(在外一引用者注)同胞が自律的に設立し，民族教

育を実施している」学校のこと。(林チョンスン(編集責任者)r国際教育行政』

韓国教育行政学会， 2006年， pp. 306-307)。日本でいう補習授業校に近い。

(19) C財団理事長の話による (2008年9月6日)。

側 このいきさつについては両校をつないだ朝鮮族大学教員ご本人からからメール

にて教えていただいた。

(8]) 2008年8月には中国D高級中学で交流大会が聞かれる予定であり，筆者も参
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加するということで調整していたが，同時期に北京オリンピックが聞かれたため

に，中国側からピザが下りずこの年は中止となった。

(邸:) rムグンブア21Jは仮名であるので，本論文ではこのサークルに関わる参考文
献などを掲出する際も実名称に当たる部分を仮名に変えた。

側i) Ii'ムグンファ21J案内パンフレツト(ハングル)， p. 4参照。
(ωD高級中学での聞き取りによる。

(85) D'ムグンファ21 2007日本大会』パンフレツト(ハングル)， p. 3参照。
伽~ D'ムグンファ21 2006韓国大会』パンフレット(ハングル)， p. 4参照。韓国
大会の目的は日本大会と同じである。

側前掲『ムグンファ21 2007日本大会』パンフレツト， p.7参照。参加者名簿
には日本の韓国系民族学校からの参加者として日本名の生徒，教員が含まれてい

るが，これらの人々が親や親戚に朝鮮半島にルーツを有する人々がいるかどうか

は不明である。

側 C財団の姉妹校交流担当教員からの聞き取りによる (2008年)。
側1) D高級中学での聞き取りによる。

側 D高級中学での聞き取りによる。なお， C財団の資料では中国側も日本側も大

会への参加生徒は「ムグンファ21Jのメンパーとの位置づけであるが，参加生徒
の選抜は各学校で行っており，実質的には日本と中国からの参加者が「ムグンフ

ァ21Jの恒常的メンバーとはいえないとJ思われる。
制民族青少年同胞の統ーへの意識を高めるためることを目的とした，いわゆるク

イズ大会。従って，問題の内容は北朝鮮や民族，歴史，文化などに関するもので

あり(前掲『ムグンファ21 2007 日本大会』パンフレツト， pp.12-14参照)，
参加を通して統一意識という目的を達成できるように工夫されている。

側趨へヨンらは海外韓民族青少年のための文化体験プログラムとしてのホームス

テイプログラムの有効性を説き r体と心が既に外国人になってしまった同胞青

少年に我々の文化と民族の命を直接体験できるより望ましい機会を提供するため

にはホームステイプログラムがより活性化される」べきであると主張している

(趨へヨン・文ギョンスク，前掲書， 2007年， p.158参照)。
側1) C財団の姉妹校交流担当教員からの聞き取りによる (2008年)。
側 C財団参加の高校に通う「ムグンファ21Jの男子生徒の話による (2008年)。
側 C財団の姉妹校交流担当教員からの聞き取りによる (2008年)。
側 C財団参加の高校に通う「ムグンファ21Jのメンバー達の話による (2008年)。
側一方で， D高級中学では交流行事に参加した生徒について，特別の変化は感じ
られないとのことであった(D高級中学の姉妹校交流担当教員からの聞き取りに

よる)。これについては学校毎によっても，生徒一人一人によっても異なるもの

と思われる。

側 C財団傘下の高校に通う「ムグンファ21Jのメンバー達の話による (2008年)。
側 日本からは日本国籍，韓国国籍に関わりなく韓国への入国は容易だが(ピザな

ど事前手続きを要しない)，中国国籍者が韓国に入国するのには短期間であって

も手続きが必要であり，また交通費などを考えると，朝鮮族生徒が個人的に韓国
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の友人のところ遊びに行くことは事実上不可能である。

(帥 C財団の姉妹校交流担当教員からの聞き取りによる (2007年)。

ω1)筆者が朝鮮族学校との姉妹校交流を担当している韓国の学校関係者の話として
聞いたところによると，姉妹校交流によって朝鮮族が中国社会のエリート層に入

ることができれば韓国にとっても有益であるとの主張がなされていた。このこと

から考えると，韓国と在外同胞の紐帯強化と，在外同胞の現地社会での地位向上

が結びっくのではなかろうか。

(同 この2組織の支援事業は韓国国籍の在外同胞教育支援をも含んでいるので，単

純には比較できない。

(lllI) 多田孝志『学校における国際理解教育ーグローパルマインドを育てる一』東洋

館出版社， 1997年， pp.38-39参照。

(肌，) 2008年現在，生徒数1000人以上の初等学校の割合はソウル54.3%，釜山31.1%，
大郎37.0% となっている (rJi!.今号対11~且2008~ 豆今斗詩71含ヰ・を号豆今7ß苦笹

<r教育統計年報2008~ 教育科学技術部・韓国教育開発院)， 2008年参照)。

(同姉妹校交流IのA初等学校では姉妹校交流を締結してから4回校長が交代した
という (B小学校での聞き取りによる)。

(的 C財団理事長の話による。
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ホームステイ交流を通しての文化・伝統の真の相互啓発をめざして一」文部省
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(帥 C財団の姉妹校交流担当教員からの聞き取りによる (2007年)。
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